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分かりやすく使いやすい学習指導要領
石田有記先生（日本体育大学児童スポーツ教育学部教授／もと文部科学省）

（審議まとめへのコメント）



（ご紹介）

石田有記
いしだ ゆうき

日本体育大学・児童スポーツ教育学部・教授

平成１１年文部省（現・文部科学省）入省。
教育課程、教員研修、教育財政等の職務を担当後、行
政官国内研究員として千葉大学大学院教育学研究科を
修了。市川市教委教育次長、文部科学省教育課程課学
校教育官、カリキュラム・マネジメント調査官、教育
課程企画室長を経て、令和６年４月より現職。

平成２９，３０年の小学校、中学校及び高等学校の学
習指導要領の改訂のとりまとめ、並びに同解説総則編
の編集を担当。





それではご覧ください



「分かりやすく使いやすい学習指導要領」

日本体育大学 児童スポーツ教育学部 石 田 有 記
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教育課程企画特別部会 審議まとめ（案）

現行学習指導要領 2019 何ができるようになるか
生きて働く「知識・技能」
未知の状況にも対応できる「思考力、判断力、表現力等」
学びを人生や社会に生かそうとする「学びに向かう力・人間性等」

何を学ぶか
新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえる

どのように学ぶか
主体的・対話的で深い学び

何ができるようになるか
知識及び技能に関する統合的な理解
思考力、判断力、表現力等の総合的な発揮
学びに向かう力、人間性等の整理（学びの主体的な調整）

何を学ぶか
新しい時代に必要となる資質・能力を踏まえる

個別の（「知識や技能」、「思考力、判断力、表現力等」）

どのように学ぶか

主体的・対話的で深い学び

中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



並行パターンもある

中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



目 標

内 容

内容のまとまりごと
（統合的な理解）
（総合的な発揮）

個別の資質・能力

➀単元等の目標、評価

➁結果として評価

中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



内容のまとまりごと
（統合的な理解）
（総合的な発揮）

単元目標

個別の資質・能力

つながり

可視化

中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



現行学習指導要領では……
「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料（小学校・中学校編）令和２年３月

「 単元目標

統合的な理解・総合的な発揮？

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/shidousiryou.html



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



中央教育審議会 教育課程企画特別部会 次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）2026.9.25



「分かりやすさ」とは、教師が考えなくても済むようにすることではない。
単元構想・授業づくりの「足場」をつくる

適切なサポート（参考イメージ）

指導主事や経験が豊かな教師
教科書編集、指導書

経験が浅い教師でも資質・能力を関連付けて
深めていく授業づくりが徐々にできるよう。



「使いやすさ」は、環境整備とセット（時間軸の視点も重要）

「次期学習指導要領等に向けた審議まとめ（案）」2026.10.2より

第８章 次期学習指導要領の趣旨を実現するために必要な方策

（６）諸条件の整備の在り方

①「実現可能性の確保」に向けた総合的な条件整備の必要性

②次期学習指導要領の趣旨浸透と理解醸成に向けた条件整備

③教育課程外も含めた条件整備の必要性

④デジタル学習基盤の更なる充実等

⑤情報活用能力の抜本的向上に伴う条件整備

⑥教科書・指導書等の改善

⑦教師の養成・採用・研修

⑧全国学力・学習状況調査の不断の改善

⑨教職員指導体制の整備・充実等





文部科学省2026 「令和９年度概算要求主要事項【初等中等教育局】



文部科学省2026 「令和９年度概算要求主要事項【初等中等教育局】



初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について
（中央教育審議会への諮問 令和６年１２月２５日）(抄)

第一に、より質の高い、深い学びを実現し、資質・能力の育成につながると同時に、分
かりやすく、使いやすい学習指導要領の在り方についてです。具体的には、以下の事項な
どについて御検討をお願いします。

〇 生成 AI が飛躍的に発展する状況の下、個別の知識の集積に止まらない概念としての
習得や深い意味理解を促すとともに、学ぶ意味、社会やキャリアとのつながりを意識し
た指導が一層重要となる中、そうした授業改善に直結する学習指導要領とするためにど
のような方策が考えられるか。特に、各教科等の中核的な概念等を中心とした、目標・
内容の一層分かりやすい構造化をどのように考えるか。

〇 各教科等の目標・内容の記載に表形式等を活用すること、学校種間・教科等間の関係
を俯瞰しやすくすることのほか、デジタル技術を活用したユーザビリティやアクセシビ
リティの向上の観点からどのような工夫が考えられるか。

〇 デジタル学習基盤の活用を前提とした、資質・能力をよりよく育成するための各教科
等の示し方についてどのように考えるか。
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